
増

感

雑

報

◎
地

糠

撃

風

量

冨
田
講

習
骨

橋

種

火
jE
十
四
年
十
二
月
二

十
四
日
よ
り
六
日
間
京
都
仰
脚
大
挙
輔
選
部
生
物
岱
誰
党
に
於
て
脈
々
L

-
耽
塀
閥
墾

二
阿
講
習
や
Iや
附
い
た
0骨
鼠
の
巷
加
す
る
-1の
八
十
六
感
､

小
川
溝
脚
の
地
殻
的
､
石
川
講
師
の
焼
物
濁
汎
論
､
巾
村
諦
緋
の
地
史
感

叫
宛
う
扶
両
講
師
の
LE
生
物
壌

'
水
間
純

師
の岩
石
尉
何
れ
･･J
斯
道
の
大

家
揃
ひ
の
串
と
て
､
酎
且
好
超
の
士
の
暫
脚
も
亦
稀
に
見
ろ
忠
鈍
込
み
で

規
定
の
加
-
着
々
池
行
L

i1
｡
十
二
月
二
十
六
日
夕
東
都
肝
細
大
.演
舞
友

骨
俳
に
て
茶
話
食
わ
的
い
i1
時
の
加
古
骨
且
将
軍
少
牌
相
柑
信
男
武
が
水

田
部
の
様
々
の
川
舵
梅
樹
か
締
っ
て
氷
ら
れ

て
硯
切
な
航
明
か
さ
れ
'
骨

旦

7
同
偲
ば
ぬ
地
租
か
得
た
､
其
他
各
風
の
御
国
自
憎
や
､
地
租
選
界
に

封
す
る
漆
盟
や
､塔
附
へ
G
L希
望
不
純
hfJ
と
が
あ
っ
た
､栂
は
糾
良
問
阿
師

範
の
瀬
田
鼎
没
収
は
焼
物
相
木
も
骨
配
し
且
つ
焼
物
敬
摺
上
の
指
針
と
い

っ
た
凪
の
印
紺
物
転
配
祁
せ
ら
れ
る
､
岡
山
支
部
の
水
野
千
艶
蝿
は
天
文

同
好
骨
の
静
朕
か
輝
明
す
る
と
い
つ
ii
エ
食
で
'
主
客
御
免
悶
々
の
う
ち

に
や
後

九
時
散
骨
､
ひ
き
つ
Bt
い
て
碁
の
廿
九
日
と
い
ふ
の
に
二
上
山
の

且
車
軸
や
つ
i1
研
こ
れ
又
骨
且

始
ん
♪
洩
る
1
研
七
-
二

義

の
婦
人
ま

で
同
行
さ
れ
て
鶴
紙
恭
中
の
些

転
､

地
理
単
界
に

=の
常
澄
の
女
丈
夫

の
わ
そ

､と
私
心
弧
-
附
仙
つ
穴
｡
(藤
田
)

0

地
球

撃

囲

第
Jrl回

講

習
曾

l
王

火

山
見
撃

破

行

記
事

て

出
資
及
解
散
､

十
二
月
廿
九
日
午
前
七
壁

二
十
七
分
東
都
周
密
,

大
既
済
･1
て
釆
換
ー
同
九
時
十
五
分
大
敗
天
王
帝
僻
着
ー
同
九
時
三
十
分

節
五

番

'

沸
二
助

品

川

七

六

阿
部
野
村
僻
よ
り
飛
--
.
太
手
口
誠
意
僻

着
下
駄
ー
徒
渉
に
て
光
村
'
二

上
火
由
布
絶
て
下
的

(和
歌
I;
紙
'
省
線
停
駐
嵯
)
に
到
り
解
散
,
純
非

行
現
的
一意
出｡

二
､
風
樹
頚
城
､

火
両
地
筑
地
形

1
斑
､
春
日
附
近
の
河
牧
丘
'
侍
肺

紫
､
松
肺
岩
､
彊
岐
岩
ー
稀
府
石
石
其
淡
-;
岩
J
L･
ン
ヂ
り
ボ
ー
凝
灰
岩
'

黒
蜜
牡
角
閃

石
安
直
崇
の
塊
塊
岩
'
穴
虫
柄
柵
柵
鋪
城
見
撰
｡.

ニ
7'
地
組
､

五
万
分
)
大
阪
光
岡
部

完
.i
'
叉
ド
二
万
分
叫
甘

市
､
富

田
紙
の
二
光
J

四
､
討
萌
'

本
間
粥
壌
土
以
下
'
菜
郎
僻
L･<
り
罪
輯
し
た
も
の
五
十
六

名
､
大
阪
英
他
か
ら
垂
加
し
た
多
数
の
固
執
も
釣
り
'
帝
大
選
鉱
ー
師
範

故
､
峯
日岡
師
盆
TI'-iど
の
自
由
港
加
も
hJ'T
つ
て

1
行
は
七
十
g
.に
揺
L
il
O

阿
倍
野
蹄
僻
か
ら
大
阪
銭
減
の
寵
解
で
抽
叫

の
中
野
か
斜
に
並
ろ
｡
五
万

分

7
地
圏
に
綿
路
か
プ
ロ
ッ
ト
す
る
者
'
日
本
大
工
光

市
の
郊
外
状
況
私

郡
家
す
る
も
G
L'
二
上
火
山
や
生
蹄
締
出
の
弟
穿
み
眺
め
て
快
故
か
叫
ぶ

も
の
､
そ
れ
ふ

I乾
坤
は
鳩
L
か
つ
i1
｡
砥
取

が

大

和
川
在
扱
っ
て
暫
く

す
る
と
'
確

略
､仲
基
'
踏
紺
､
允
鵜
､

仁
党
と
い
つ
i1校

,.,l
御
陵
が
､

次
か
ら
次
へ
と
'
達
鼠
燈
の
や
う
に
､
求
窓
か
ら
押
せ
ら
る
ゝ
0
書
誌
腿

に
下
乾
し
'
石
川
柿
わ
披
っ
て
親
行
す
れ
ば
'
ど
ん
よ
り
魚
つ
i1
帥
亀
の

風
は
寒
む
-
'
落
城
食
剛
の
締
出
は
申
げ
蛍
薪
1
か
く
れ
'
二
上
山
の
碓

獄
ー
雌
撤
の
み
群
に
見

え
た
｡
監
徳
太
子
御
快
に
塾

押､
稜
ガ
の
挑
横
軸

暦
丘
陵
地
調
琴

機
中
に
は
E
王
火
巾
の
怖
岩
雄
J
存
従
す
る
が
､
主
と

し
て
甘r
塊
潜
岩
石
の
砂
利
と
耕
せ
和
也
粘
土
層
と
の
五
厨
､
並
河
束
四
-

南
に
四
五
十
度
の
魚
傾
斜
も
,%
宜
し
iI
｡
未
聞
助
教
授
よ
り
地
絡
地
敦
に

附
す
る
､
藤
田
三
廿

刷教
授
-
?
歴
虫
地
租
に
ル紺
す
ろ
櫛
拙
論
朕
が
む
つ



L

lO域
内
茶
店
で
畿
食
'
牛
後

7
時
刷
に
仏
教
し
て
管

に
室
-
1附
妃
の

柴

し
き
防
圧
'
畔
柑
石
扶
取
状
況
か
税
媒
し
っ
1
北
行
､
牡
丹
洞
に
至
り

て
内
包
柵
戊
石
も
見
ろ
.
ノ達
向
北
十
腔
瀧
又
は
南

北
､傾
斜
鞘
に
十
六
度
｡

岩
石
扶
簸
'
暫
く
に
し
て
片
麻
岩
の
小
露
出
め
り
'
帯
び
頻
尿
岩
､
弼
岐

岩
'
稔
肥
岩
等
み
扶
塊
し
っ
1
所
謂
､
ド
ン
ヂ
り
ボ
ー
に
宝
れ
ば
｣
眼
界

解
釈
'
揃
河
の
平
野
､
案
漏
銀

地
'
独
和
の
強

い
､
指
呼
の
間
に
あ

り
'

本
間
助
教
授
の
陣
地
誰
抗
が
あ
っ
ii
｡
(闘
-振
参
照
)

附
近
の
凝
灰
岩
に

速
向
北
六
十
挺
束
､
河
北
.1
三
十
位
-

五
十
度
の
急
傾
斜
を
が
で
｡
下
ソ

I,a
-
が
I
か
辞
し
㍗

l
行
_三
㌧
穴
虫
特

柑
石
棺
鉄
塊
も
思
ひ
-
～
71

風
畢

し
'
眺
概
建
地
の
坦
迫
か
釣
り
つ
1
1
耳
成
､
帝
久
'
畝
傍
の
緊
縛
私
闘

に
見
て
下
田
潜
｡
時
に
牛
後
三
脚
.
I
Jの
日
'
午
前
中
は
漁
り
勝
で
あ
っ

た
か
牛
後

は快
晴
'
急
ぎ
の
施
行
で
あ
っ
i1
が
'
火
山
及
-;
兜
の
地
質
耕

法
に
関
す
る
新
教
且
し
わ
っ
て
'
二
上
火
巾
の
別
解
の
妙
味
在
し
き
り
に

そ
1
ら
れ
つ
1
､
年
の
粥
G
L
-
日
か
愉
快
に
逸
っ
た
の
か
寄
び
な
が
ら
下

田
堺
_‥
て
解
散

'
新
春
か
迎
ふ
べ
-
､
成
代
東
北
へ
､
或
は
田
浦

へ
と
そ

れ
ぞ
れ
押
迫
に
つ
い
L
｡
大
間
､
君
塚
へ
上
泊
の
三
流
の
外
に
横
山
､
藤

田
'
-小
牧
の
締
氏
が
参
加
掌
り
れ
､
種
々
指
導
の
野
か
と
ら
れ
i1
こ
と
な

感
謝
す
る
｡
(T
U
叔
)

◎

罪
跡

省

地

理
駒

苓

試

験

問

題

(節
付
十
三
回
大
正
十
四
年
十
二
月
)

1
,
地
疎
内
部
の
排
粒
に
つ
き
如
何
iii芸

侶
訊
あ
る
か

ニ
ー
探
輔
の
沈
破
約
に
つ
JT･て
証
明
ぜ
よ

三
､
淀
川
派
城
の
地
机
か
捕
4
,其
の
地
組
か
説
明
ぜ
よ

四
､
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
水
糸
と
其
の
決
断
_ニ
於
て
迫
ら
れ
i1
ろ
地
形
と
の
踊

鵬

軸

係
か
拙
'(
£

五

､
オ
ー
ス
ト
ラ
け
>
の
粕
樹
か
描
き
充
の
萌
項
と
必
輔
と
な
記
入
ぜ
£

癖
縦

線
'
山
系
'
水
系
'
教
冬
の
爾
魚
介
裾
､
尭
英
領
td
頓
山
'
行
政

院
割

六
､
回
数
の
分
裾
に
フ
キ
,て
祝
せ

七
'
家
の
甜
項
･1
つ
さ
て
知
る
研
和
記
せ

(
イ
)

地
向
斜

G
eosy
n
clin
e)

(
ロ
)

建
光
盈

(
ハ
)

徐

州

(
ニ
)

グ
ア
ラ

ル
ソ
プ
ー

ル

(K
u
ala
IJum
Pu
r
)

(
ホ
)

イ
ー
ス
タ
ー
島

(B
aste:

stattd
)

布

四
時

間

十

二

月

十

四

日

ハ堅

田
)

口
述

拭

碇

問

題

郎

1
蛋

(内
田
'
伐
木
雨
靴
敬
蒙
風
)

L

二
十
万
分

山
帝
国
樹
ノ
証
糾
放
鳥
取
囲
幅
ヲ
蔚
シ
詫
ナ
ル
河
川
湖
沼

捲
碍
′
翁
栴
'
粧
せ
J
位
荘
'
山
陰
水
線
ノ
所
在
地
か
指
示
セ
シ
J

､

丸
山
川
流
域

Fl於
ケ
ル
滋
近
ノ
地
建

.〓
ノ
キ
チ
滅
べ
シ
ム
･

2･

四
十
万
分

f
-;
光
魯
許
掛
'
紙
定
'
折
南
ノ
二
側
幡
ヲ
ホ
シ
柴
河
最

新
ノ
三
角
洲

二
於
ケ
ル
威
光
､
焚
池
'
繁
務
等
人
文
′由

連
セ
ザ
ル
現

出
ヲ
耽
桝
シ
池
ソ
ヂ
北
襲
那
中
野
ユ
於
ケ
ル
北的
土
卜
盟
米
-
/
隣
保

二

輪
及
セ
シ
ム

C
小

ハ
ン
下
レ
',[
ル

ヲ
ボ
ツ
北
ハノ
使

用抹
ヲ
鵜
べ
シ
ム

4
.

租

木
製
ノ

鈷
ヲ

元
シ
テ
之

ヲ
蛇

別セ
シ
メ
其
ノ
産

地
'
成
囲
ヲ
鵡
ペ

シ
ム

一宏

七
七



地

球

弟
二
室

(山
崎
､
辻
柑
斌
翰
蛮
風
)

-.

県
横

工
北
ア
メ
リ
カ
ノ
裁
断
而
ヲ
脚

力
シ
メ
其
ノ
地
形
ヲ
説
明
セ
シ

A

2
.

ア
ル

プ
山
脈
ノ
繊
断
固

ヲ
示
シ
テ
其
ノ
構
造
ヲ
説
明
セ
シ
ム

E3

布
英

斑
岩
卜
放
射
虫
耽

岩
-
ヲ
蔚
シ
ー
火
成
岩
-
水
成
岩
-
ノ
特
色

ヲ
比
駿

ツ
談
明
セ
シ
ム

十
二
月
十
五

日
(
罪
二
日
)

第

7
富

1.

二
十
万
分

一
騎
国
劇
ノ
詫
紀
城
田
退
園
隔
ヲ
示
シ
iii
ナ
ル
河
川
ノ
宅

嗣
､
那
骨
ノ
付
近
ヲ
指
示
も
シ
メ
､
潮
岬
′
成
因
ヲ
説
明
セ
シ
ム

2
.

二
十
万
分
7
月
取
囲
ヲ
示
シ
約
日
ノ
1
間
同
棟
/
説
明
ヲ
ナ
サ
シ
ム

乱

四
十
万
か

叫
小
瀧
脚
ヲ
所
シ
約
日
ノ
2
悶
何
機
ノ
親
側
ヲ
ナ
サ
シ
ム

4
.

ブ
イ
･′一-
流
刑
高
給
ヲ
煎
シ
テ
其
ノ
借
用
..f
ヲ
鴻

ペ
シ
ム

5.

盈
塊
介

へ
崇
盟
､
オ
リ
ー
ブ
納
ヲ
示
シ
テ
之
ヲ
税
別
シ
ソ
レ
プ
レ
ノ

鹿
地
顔
特
上
ノ
僻
値
ヲ
述

Y
シ
ム

滞
二
室

L

累
額

IE奥
羽
地
力
ノ
戟
断
簡
ヲ
減
力
シ
メ
其
ノ
地
形
ヲ
説
明
セ
シ
ム

2.

政
界
ノ
嵐
健
脚
ヲ
前
シ
之
ヲ
解
訊
セ
シ
メ

1
二
ノ
地
力
ニ
ッ
キ
其
′

鼠
候
′
自
然
及
ピ
人
文

二
及
ボ
rT
舶
響
ノ
特
色
ニ
ッ
キ
テ
疏
明
セ
シ
ム

乱

閃
抽
岩
'
嫁
巾
岩
'
祉
岩
､
三
角
介
柵
岩
'
珊
瑚
礁
石
炊
岩
､
氷
河

雄
岩
等
ヲ
棚
ペ
テ
其
ノ
火
成
岩
力
水
成
岩
カ
ヲ
国
別
セ
シ
メ
其
ノ
一
二

ノ
称
色
ヲ
説
明

セ
シ
ム

0
三

上

火

山

渡

拓

増

野

嬢

取

菓

大
郷
河
内
雨
国
境
の
二
上
火

=_
搾
潜の
二
秒
に
就
叩
蹄
ttj小
か
崩
す
ろ
石
蕃

山
.岩
が
わ
<
･〇
‥
の
安
山
岩

贋
玉
食

琴

一塊

一茂

七
凡

の
風
化
｡
崩
壊
に
ょ
ろ
赫
碑
は
ー
巾
澱
の
崖
錐

｡
段
丘

河
岸
等
に
機
破

す
る
か
以
て
'
=
の
紗
礎
在
水
樋
-
て
村
村
和
み
採
収
ず
ぶ
三

･U
ほ
ー
古

く
か
ら
行

ほ
れ
て
ゐ
方
｡

日
下
'

大
和
の
IL3
虫
'

河
内
の
辛
目
等
の
村

落
で
は
小
規
模
甘
C･野
川
嘩
米
に
よ
っ
て
精
錬
し
っ
1
釣
り
B
穴
山
に
は

堤
境
の
別
報
的
に
=
れ
に
礎
串
す
る
も
の
四
月

(年
産
縦
1
万
駄
倣
.

一

助
は
四
十
寛
､
そ
の
軍

手

魁t
内
外
と
湖
′＼

脊
=
に
は
二
月
許
'
そ
り

魔
桝
は
大
出
の
約
四
割
他
に
過
ぎ
ね
と
い
ふ
｡
附

近
に
放
て
は
-;
光
の
田

地
も
珂
り
､
そ
の
土
砂
私
水
粒
し
て
挟
取
せ
る
戊
も
あ
り
て
'
田
地

]
坪

の
畑
Ti
よ
り
十
五
駄
健
在
得
る
と
い
ふ
o
柘
柵
心
は
ア
ル
ミ
lt
ユ
ー

ム
'

戯
'
滞

俺
､
ク
ロ
ミ
ュ
ー
ム
､

マ
グ
ネ
シ
ュ
ー
ム
寄
り
税
雑
･,.Ti
a
柾

酸
盛

で
､

l
般
ドニ

カ
印t､
カ
oJ
､､
(S
i
O
4〆
叉
に

3
RO
.
R
B
O
B･
3
S
i
O
h
な
る

分
子
式
在

荷す
る
O
(R
は
金
屈
を
折
で
)
結
晶
形
ほ
等
柵
晶
糸
に
屈
し
'
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萄
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萌
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褐
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シ
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光
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ら
れ
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磨
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瀧
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梓
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潟
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岬
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叫
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ソ
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搾
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迫
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鮒
か
碑
め
､
二
､
≡

の
噺
肝
囲
む
作
る
市
が
出
水
il
iji
･
げ
､
托
し
て
共
が
糾
錦
秋
の
斜
師
在

席
す
か
否
か
i
剃
る
で
わ
ら
-
'
兎
に
角
棚
糊
噸
問
題
に
封
-
て
間
白
き

7
新
教

=
で
あ
ろ
｡

e

臨
力

臓

♂
禽

講

]
九
二
:荻
牛
十
月
十
六
日
ス
イ
ス
と
イ
タ
-

Iの
.問
に
わ
ろ
ロ
カ
ル
の
抑
坤
に
ィ
エ
シ
ァ
ル
か
姑
さ
i=
同
年
十

2
月

一

日

ロ
ン
ド
ン
に
放
て
llq
式
LL
調
印
さ
れ
･r
P
カ
ル
ノ
浦
幌
約
と
H

l
,
燭
過
､
白
井
我
､
俳
蜘
ー
英
国
､
仰
太
別
間
の
陳
約
に
て
所
謂
ラ
イ

ン
保
隙
協
達
と
い
ふ
J
り

三

郷
追
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仲
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仲
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仲
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仲
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仰
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岡
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仲
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仲
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仲
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仲
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濁
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仲
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仲
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榔
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あ
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は
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問
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代
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搾
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伐
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叢
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に
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